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会  議 

 

開 会  午前９時 

（ 教 育 部 長 ）  ただいまから、令和６年度第１回東浦町総合教育会議を始めま 

す。 

 

あいさつ 

（ 町 長 ）  みなさま、おはようございます。 

総合教育会議は、地方教育行政の組織及び運営に関する法律第

１条の４に基づき、町長部局と教育委員会部局が十分な意思疎通

を図り、地域の教育の課題やあるべき姿を共有して、より一層民

意を反映した教育行政の推進を図ることを目的とし、開催される

会議です。 

現在、町が取組んでいる事例の一つとして、公共施設の再編が

あります。 

本町の公共施設の多くは、高度経済成長期に建設されており、

今後一斉に更新時期を迎える一方、人口減少、少子高齢化などに

よる財源の減少により、今ある施設を今の姿のまま維持・更新し

続けることは、非常に困難です。将来の子どもたちに負担を先送

りにすることなく、将来にわたって持続可能な公共施設のあり方



 

 

 

を目指しており、昨年度末には、「東浦町公共施設再配置計画」

を策定しました。公共施設の再編を進めるにあたっては、共に考

えていく必要がありますので、引き続きご協力をお願いします。 

 そこで、今回の会議においても、この公共施設再配置計画とス

ケジュールについて、を議題とさせていただきました。計画の中

で、モデル事業としている森岡地区拠点施設及び東浦中学校・東

浦文化広場の複合を推進していきたいと考えております。 

また、多様化する行政課題やニーズに迅速かつ柔軟に対応し、

より効率的な組織とするため機構改革を行う予定としておりま

す。機構改革によって、町長部局と教育委員会事務局がより一層

密に連携し、子どもたちの教育・生活、子育て支援を充実させて

いきたいと考えております。非公開という形ではありますが、機

構改革案についても議題とさせていただきますのでよろしくお

願いします。 

（ 教 育 長 ）  おはようございます。今日も厳しい暑さの中、会議に参加いた

だきありがとうございます。町長から説明いただいた内容と重複

する部分もありますが、次第４の公共施設再配置計画、５の機構

改革について話させていただきます。これらは最低でも 10年先、

施設については 30、40 年先を見通して、現段階で最善と考えら

れる方向性を決定していくのが私たちの責任であると考えてい

ます。私自身、30、40 年先にはおそらくいないでしょうが、そ

れを理由に不適切な案を提出するわけにはいきません。 

“来年の事を言えば鬼が笑う”ということわざがありますが、

現段階で先見の明をもって、特に教育面の内容を予見し、それに

あった建物を設計することが必要だと考えています。同時に、機

構改革についても、最低でも 10 年先を見通して、改革によりど

のような利点が得られるのかを明確に示さなければ、住民の理解

を得られません。 

このような観点から、本日の総合教育委員会で議題について議

論することが有意義となると思います。今年生まれた子供たちの

10年後、それどころか 50年、60年後のことを視野に入れ、責任

のある会であるとの認識を持って参加したいと思います。本日も

よろしくお願いいたします。 

公共施設再配置計画の策定及び今後のスケジュールについて 

（ 町 長 ）  公共施設再配置計画の策定及び今後のスケジュールについて、

事務局より説明をお願いいたします。 

（企画政策課長） 「公共施設再配置計画の策定及び今後のスケジュールについ

て」を説明。 



 

 

 

（ 町 長 ）  ご意見やご質問等はございますか。 

（ 浅 田 委 員 ）  令和５年度 12 月に行った学校経営会議での報告でどのような

意見が出たか教えてください。 

（ 事 務 局 ）  学校経営会議においては、全小中学校のうち３つの小中学校の

校長からご意見をいただきました。その中でも東浦中学校に関す

るご意見が多く寄せられました。公共施設の再配置計画という大

きなテーマについてご意見をいただく一方で、具体的な内容が明

確でない、体育館を含めて建て直すべきだといった細部に関する

要望や意見も寄せられました。 

片葩小学校区に関しては、現状では自転車通学を行っていない

ため、新たに自転車通学を導入することへの不安を示す声もあり

ました。 

「東浦町公共施設再配置計画 概要版」の１ページに記載され

ている「面積削減目標」では、「既存施設の総延床面積よりも『30％

以上』の面積削減を図ります。」と説明しております。これは、

機能の共有化によりスペースを効率的に活用し、結果的に面積削

減が可能となるとの考えからです。しかし、一部の先生方からは、

面積削減が単純なスペース削減をもたらすと誤解され、施設が狭

くなり利便性が低下するとの懸念を示すご意見をいただきまし

た。 

（ 浅 田 委 員 ）  施設を複合化・集約化等することで無駄を省くという面積削減

目標については詳しく説明されて先生方も納得されたと思いま

す。どのように説明したか教えてください。 

（ 事 務 局 ）  概要版の２ページをご覧ください。まず、①複合化・集約化の

効果として狙っている主な効果が３つ明記されています。１つ目

は「機能の異なる施設間の相乗効果の創出、コミュニティ拠点の

形成」で、多様な機能を持つ一つの場所として、多くの人々が集

まり、利用できるコミュニティ拠点を作成することを意図してい

ます。２つ目は「合理性・効率性の最大化」であり、先ほど述べ

たものと近しいところがあると思いますが、諸室の相互利用とい

ったスペースの共有、有効活用を目指しております。３つ目は「コ

スト縮減」で、面積が減るというところでコストの縮減が図りた

いと考えております。 

学校につきましては、６ページで学校を中心とした施設の再配

置について記載しております。具体的には、小学校、保育園、児

童館、老人憩の家、コミュニティセンター、ふれあいセンター、

防災関係施設の複合化を計画しております。これらの施設は共有

できる部分があると考えており、具体例として、音楽室と老人憩



 

 

 

の家のカラオケといったところを共有し、それぞれが保有してい

た機能を一箇所に集約し、施設面積を削減することを目指しま

す。 

（ 事 務 局 ）   校長先生方には説明させていただきましたが、計画段階で校長

先生方に相談等は一切しておりません。執行部内での考え方とい

うところで再配置計画をまとめさせていただいております。昨

年、この計画案を見せて、特に東浦中学校に関しましては「夢が

ない」と言われた先生方がいらっしゃいました。これは、予定さ

れている 30％の削減に関連するものです。 

本資料に書いてありますが、公共施設の再配置には多大な費用

がかかります。一方で、人口は減少傾向にあり、この状況を踏ま

えて再配置計画を作成しています。しかし、先生方からは、転入

させて人口を増やす政策を立てるべきという意見や、もっと利益

を生む企業を呼び込むべきだ、というご意見をいただいておりま

す。これらを実行しない訳ではありませんが、人口は全国的に減

少していて、人口を増やすための政策というのは単に人口の取り

合いになりかねません。そのため、今後は子どもを育てる・産む、

主に産むというところに力を入れていく必要があると思います。

そういった意見をいただいて、やっぱり夢がないということをは

っきり言われた先生方もいます。 

 ただ、私たちは、今説明いたしました通り、学校の中で地域の

使える部分というのを、しっかり示していきながら、有効に使っ

ていきたいと考えております。これは、普通教室は基本的に学校

の専用スペース、ただ、特別教室や体育館というのは一般開放が

できる部分というところです。また、学校の普通教室というのは、

どういった形であるべきか、というのは教育委員会の中でもっと

議論していただきたく、オープンスクールのようなものが全校必

要だというのなら、そういった考え方の作り方をしていただけれ

ばいいと思います。そのため、どんな形になっても受け入れ、数

年先の変化を見越しながら、どのような運用が可能なのか、また

現代の教育において何が最善かを考え、それに基づいて普通教室

の役割を考えていきたいと思います。 

（ 事 務 局 ）   私は"夢"はこれから育てていけるものだと考えております。規

模縮小に夢がないというよりは、規模縮小後の再配置がどうなる

か、それこそが新たな夢の始まりだと思います。 

 教育長もおっしゃっていましたが、再配置は 30年、40年先を

見据えて進めていくもので、子どもたちにもその視点を持って考

えてほしいと思っています。情報提供になりますが、先日、教育



 

 

 

委員さんとの会合でも、校長先生に是非こういった場を設けてほ

しいという話をさせていただきました。早速、北部中学校のＰＴ

Ａが、公共施設に関して子どもたちと一緒に考えたいという話を

してくださいました。本夏休み中に、子どもたちを集めて、公共

施設再配置を説明する場を設けていただき、子どもたちに夢を考

えてもらう、といった取り込みを行ってもらっております。そう

いった取り込みを進めていき、30 年後、子どもたちが我々の世

代になった時の施設の在り方という夢を語ってくれたらいいな

と思っていますので、このような学校が増えてくれるといいかな

と思っています。 

（ 浅 田 委 員 ）  今の話は北部中学校だけの話でしょうか。 

（ 事 務 局 ）  北部中学校のみの話です。東浦中学校及び西部中学校にこのこ

とを共有いたしました。北部中学校はＰＴＡが中心になって、校

長先生と協力して、すでに募集をかけていると聞いております。 

（ 浅 田 委 員 ） 東浦中学校及び西部中学校も同様に計画していただけると嬉

しいですね。 

（ 町 長 ）  他にご意見やご質問等はございますか。 

 《意見なし》 

東浦町機構改革案について（非公開） 

 

（ 町 長 ） 以上で令和６年度第１回東浦町総合教育会議を終了いたしま

す。 

                                                                                                                                                                                        

 閉 会 午前９時 38分 

会議録作成者 教育委員会事務局    


